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特
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淺
　
　
野
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英

ブ
ロ
ン
デ
ル
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行
動
』
（
H
c
O
Φ
G
Q
）
に
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け
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認
識
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存
在
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關
係
…
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水
墨
書
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：
…
…
…
・
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郭
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泉
高
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と
早
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正
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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圓
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

　
8
　
毎
月
一
回
性
誌
「
哲
學
研
究
」
を
螢
行
ず
る

⇔
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

　
㊨
　
随
時
研
究
愈
を
開
く

一
、
本
尊
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
鑛
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
愈
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
選
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
愈
が
推
薦
す
る

一
、
本
影
は
倉
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

　
い
　
自
校
・
副
書
館
。
其
他
の
團
贈
ぼ
團
聡
の
名
を
以
て
入

愈
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
二
、
四
〇
〇
幽
（
會
誌
十
二
冊
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

但
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
愈
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
蕉
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委

員

吉湯山森本武松藤服野長中辻武園梶柿大上井石池有

岡淺口吉藤尾澤細尾村内原山崎a寸野　踊
健　田美　　　　　　久　　　　　　島田

二幸　都良一義訂正悪日　公義太雄砧英照　　義孝

郎孫晶男治雄海夫明夫入郎一範郎一一昭夫三三鮪岳



　
ッ
テ
ル
と
し
て
与
え
た
「
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
扁
　
の
立
場
と
は
異
な
る
が
、
構
成
さ
れ
う
る
か
ぎ
り
集
合
と
い
う
普
遍
、
　
つ
ま
り
、
抽
象
体
を
変
頃
の

値
と
し
て
み
と
め
る
点
で
、
広
い
意
味
で
や
は
り
プ
ラ
｝
ニ
ズ
ム
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
　
函
蛛
昌
σ
q
導
O
「
、
．
○
簿
。
ざ
σ
q
団
⇔
⇔
窪
け
ゲ
①
い
。
σ
Q
沸
け
♂
》
－

⇔
巴
鴇
鍮
ω
o
｛
ピ
露
α
q
當
9
。
σ
Q
Φ
、
、
b
。
雛
島
0
9
H
り
①
メ
や
置
①
．
参
照
。

（
3
4
）
の
巳
口
Φ
し
露
餌
》
（
お
黛
）
娼
も
9
ミ
山
Q
Q
り
や
蒙
．

（
3
5
）
ρ
鎧
冒
ρ
笹
達
G
（
お
①
目
）
唱
℃
曾
日
O
山
り

次目文周…ム茨ア轟冊前

逸
脱
の
行
為
…
状
況
理
論
…
…
…
…
…
中
　
久
郎

知
覚
理
論
に
お
け
る
機
能
主
義
の

展
朋
と
知
覚
の
問
題
…
…
：
…
…
：
：
大

ブ
ロ
ン
デ
ル
の
『
行
動
（
樋
Q
。
ゆ
Q
。
）
』

　
に
於
け
る
認
識
と
存
在
と
の
関
係
…
長

羽
　
　
藁

谷
正
当

血貝予文
・
三口

芳次

無
か
ら
の
創
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…
：
…
…
…
…
…
・
…
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田
　
　
贔

観
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・
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・
実
体

ー
ロ
ッ
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場
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屋
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野
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ソ
ン
の
形
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科
学
…
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會
　
　
　
告

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
・
暫
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
墓
都
市
左
京
塵
吉
田
葱
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
嬰
愈
（
振
替
口
座
京
都
閥
〇
三
九
番
京
都

哲
學
禽
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
二
、
四
〇
〇
圓
又
は
牟
年

　
【
、
二
〇
〇
圓
）
を
お
沸
込
下
さ
い

又
會
員
へ
の
禽
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
蛮
嚢

　
に
關
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
匠
一
番
町
一
七
番
地
三
号

創
文
蹴
（
振
替
口
座
東
京
九
二
四
七
二
番
目
宛
に
願
い
ま
す

一
、
・
嘗
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
渤
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
誓
學
愈
宛
御
携
込
下
さ
い
（
一
年
分
又

は
傘
南
分
）
、
禽
費
は
原
期
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
又
は
六

罷
）
の
送
付
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
攣
更
其
他

　
の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
傘
郊
）
毎
に
濡
…
舞
し

ま
す

一
、
會
員
の
韓
居
・
入
退
會
の
箏
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は

京
都
誓
學
禽
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
關
す
る
通
儒
。
新
刊
書
・
寄
総
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
　
哲
　
學
　
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
織
吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
栄
文
學
部
内

昭
［
和
四
十
五
年
六
月
ニ
ナ
五
貝
印
剛
刷

昭
和
四
十
五
年
七
月
一
　
ヨ
発
行

編
集
兼

饗
行
人

有攣京京
代都一＿　x

蜩s
帳

　雄　文哲
孝

　樫學
　部
岳　内會

費
捌
所

印
刷
研

鞭1響蟷
岱　　慨嘆井
璽印　【家事
購　差ゴ藩理文
箏刷1蝶津
天所毒議唐門

註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
藷
の
御
諮
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
歓
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
価
二

五
〇
圓
、
送
料
・
四
〇
國
）
薦
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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